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本州 ・ 四国連絡橋海底地盤 （明石 海峡）の 調査 に つ い て
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1． は じ め に

　本州 四 国連絡架橋調 査 は ， 建設省 に お い て は 昭和 34 年

か ら，日本国有鉄道 に お い て は 昭和 30年 か ら行 な わ れ て

お り，それぞれ 日本道路公団 ， 日本鉄道建設公団に 引継 ボ

れ ，現在本州四 国連絡橋公団 に よ り昭和 48年度着工 を め

ざ し て 実施調査 が進 め られ て い る 。

　明石海峡は，架橋ル ー1・の うち神戸
一

鳴門を結 ぶ路線 で

海 象な どの 自然 条 件 の も っ と も きび しい 海域 で あ る 。

　 こ れ ま で 実施 され て きた 調査 は 多分に 予備調査 的 色彩 を

持 つ もの で あ り， 地盤性状の定量的把握ま で に は至 っ て い

ない 。 し か し 明石 海峡 の 海底地 盤 に っ い て は 少 な か らず新

しい 知識が 得られ た 。 こ の 報告は こ れ ま で の 調 査 の 総括 と

し て 述べ る もの で ある 。

本 州

表
一1 海底地 盤の 調 査手段 （明石 海 峡 ）

調 査 方 法　　 数　　量

2． 調 査 方 法

　本四架橋 の 海底地盤調査方法 と して 別 D2 ）に 報 じて い る

の で 簡単に 表
一1に 記 した 。

　海底地盤調査は ，

一つ の 調査手段 に よ っ て の み成果をあ

げ うる もの で は な く， 幾 つ か の 調査手段 が合成 され た シ ス

テ ム に よ っ て 解きあか さ れ る もの で あ る 。

3， 海 底 地 形

調査項 目 日 的
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4M 点　　　底 質物の 採取，底 質 ・地 質

　 　 　 　 の 解析

227．6km 　　地質構造の 解析

海底地形観察、地質
・
底質

の 確 認

47点 　　 地質試料の 採取，地 質構造
24孔　　　 ・層序 の 解析

地盤の 物理的イ ソ デ ッ ク ス

の 把 握 ，音 波探査 速麌値の

決定

＊
本州四国連絡橋公 団調査部調査課長代理

聯
日本海 上工 事  地 質調 査 課長

September ，　1972

　明石海峡 の 地形調査 に つ い て 昭和 32年度 r・t 日本国有鉄

道が，海上 保安庁に 委託 し て 1／10，000 等深浅図 （基準面

T．P．
，
1m コ ソ タ ー）を作成 し ， 続 い て 昭和 38年度建設 に

お い て 上 記等深浅図の 東西部を補足測量 し， 明石海峡全域

｝こ わ た る等 深 浅 図 が 作成 され た 。 さ らに 主橋脚予定地点

（高磯 ， ガ ジ ダ ジ ョ ）を 昭和 40年 1！2，000 深浅図を作成 し

た o こ れ ら の 資料に よ り明石海峡 の 海底地形に っ い て 述べ

る 。

　3，1

　1） 0〜一
ユ  m 平 た ん 面

　垂水沖お よ び 淡路長浜沖 に 発達 し ， そ の 他 の 地 域 で は ほ

とん どみ られない 。

− 10m 等深浅線の 平た ん 面 の 長さは

垂 水 沖で 約 1km ，長浜沖 で は 約 0，5　km 程度 で あ る。 舞

子
〜

明石 間 で は て い （汀 ）線 よ り 一3  m ま で が一連 の 平た

ん面 と して認め られ る 。

　2） − 40〜− 50　m 平 た ん面

　垂水沖お よび 岩屋北東沖 で よ く発達す る 。 垂 水沖 で は

一30〜− 40m の 間｝こ発達 し、舞予沖 で
一40〜− 50　m の

間は 平た ん 面が認め られ る 。 こ れ ら の 平た ん 面 の 最も広い

所 で 幅約 500m で あ る 。 岩屋北東沖 で は
一40〜− 50m

平 た ん 面 が約 L5 　km の 幅に わ た っ て発達し，松帆崎北東

沖 で 消滅す る 。 垂水側， 岩屋側 と も主橋脚予定地点の 高磯 ，

ガ ジ ダ ジ ョ は これ らの 平た ん面 の一
部に 属す る とこ ろ の 岩

礁性 の 不 規 則 な 地 形 がみ ら れ る 。 こ れは
一40〜− 50m 平

たん 面形成時に つ くられ た 波蝕崖 とみ られ る 。

　3，2 海　　釜

　明石海峡中央部 の 一100m に 達す る 海釜 は 細長 く北西

〜南東方向に の び ， また海峡西端部 に前記の もの とほ ぼ連

続 的に 発達す る海釜 が あ る Q こ れは，最大
一12  m の 深
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表一2 明 石 海 峡 の 層 序

新

生

代

中

世

代

表一3 花　コ　 ウ　岩 　深 　度

地 　質
・
時 　代

第　 　 現　 　世
四 　 　・　 ．一
紀　　更 新 世

新

第

三

紀

鮮 新 世

中 新 世

白 亜紀

　 〜
三 畳紀

地 　層　名

チ ニウ積層

大阪層群 ｛囂
．

神 戸 層 群

花 コウ岩 類

号．
工

記一
AcBA

一
QGr

陸 上 と の 対 比 ボ ーリ ソ グ番号

チ ュ ウ積層 C−−6

満 池谷 層 R 一ユ

舞子貝層お よび高塚il」粘
土層

C− 8

垂rk　v キ 層 C − 13

多 井 蝴 累 層 ，岩屋 累層
神 戸層群

C 一幻

域

側

　

州

地

本

海面下深度 （m ）

Jf

淡 　路　側

厂’

ノ’

一217，93

一工39．5 

一173．64

一12 ．90

一139、21
広 島型花 コウ 岩

｛
　 （六 甲花 コ ウ岩）
領家型花 コ ウ岩

　 （布引花 コ ウ岩）一　　　　　一　　@

　． 度 をも ち，平均一 100m 内 外 のも の で あ る 。 こ

らの 海 釜は海峡の 東〜南東部（ 大 阪 湾側）では 一50 　

ｽ た ん面 によ り さ えぎ られ，西 部は 播 磨灘 の 平たん面

さ え

られ る 。

4 ， 海 底 地 質 　 こ れま で 明石 海 峡 の 海底
地質

に つ い て 伊

3 ・に よっ て 報 じ られ ているが，そ の 後 の音 波 探 査資

， ボー リソ
グ
調査 を 加

総括’し 説 明 する 。 　 海 峡部 の 地 質 は ，陸上の 六甲 西部

よ び 岩 屋付近と同様 ， 花コウ岩 類を基盤 岩 とし て， 新

三紀 中新世 の 神戸層群 ， 鮮新匿 〜 第 四 紀 更新 世 の 大阪

群

お

びチュ
ウ

層より

m
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@十 十 十　十

ember ，1
垂　水　釧
謳} 記号

E

激 岩互

<TAB><TAB>
凝灰岩 薄層

挾在<TAB><TAB> <TAB>
連

R
<TAB>一部鹹層

含む<TAB><TAB> <TAB>ヒ

<TAB>
s ー<TAB>陸上

狽ｨよ び海底 の一 部<TAB>多井<TAB>

灰岩、凝灰質砂
w<TAB>累<TAB>C

層<TAB><TAB>Il ﾜ
植 ｨ化石

<TAB>Quer。us
：

<TAB>
泥岩、

竚ﾝ層<TAB><TAB>
倶 ｻ石：

<TAB>．部 Aｿ

黹h<TAB>Sal<TAB>炭
A植物1ヒも<TAB><TAB><TAB><TAB>

多<TAB><TAB>

一 一 一

砂
岩，
泥

互

層

ｨ<TAB>C

<TAB>

ヒ

多 産<TAB>累 <TAB><TAB><TAB>層<TAB><TAB>Ostrea　 SP ． <TAB><TAB>
〔Y ・［diaSPj<TAB><TAB><TAB>PaphiaSP．<TAB><TAB>
ﾔ コ

ウ 岩 、 1 ・ Omor   2 ／00

成され て
いる。 また 地 質 構造 は六甲 変動4 ）の 影響

受 け， 複雑な

層，し ゅう（褶） 曲構造 を 呈 し て い る 。音 波 探 査， ボ

リソ グ に よって解 釈された 地質平面図を図 一 2 ， 地 質

f 面 図を 図 一3 ， ま た こ れらの層序 を 表 一2 に示す。

4 ，
1基 盤岩類 　 明 石海峡付近 の 基盤 岩は主 と して黒雲

花 コウ岩より な り， ほ ぼ 2 種類あ
り， 一 つは ，

路島 北部 お よ び六 甲 山 地の 一 部 に分布する もの で ，領

型花コウ 岩（ 布引 花
コウ 岩）5 〕 と ， 他 の 一 つ は 須 磨鉢

山よ り 六甲 山 地 の 主部を占 め る 広 島 型花コ ウ岩（六甲

コ ウ 岩 ） 5

があ る 。 　 海 峡 部 では 岩 屋 北方 の海 底に ほ ぼ東北東 〜

南 西に露出 し， 露 出
部

の 表 面 は 一 60 〜− 9   m の間

わ た ってい る 。 海底ボーリ ングの結 果 確認 さ れた花 コ

岩類 の深 度 を 表 一 3に 示 す。 　花 コ ウ岩 上 面はか

り 激 しい 起伏 を 呈し て
お り本州 側の 方 が淡路 側 よ り 深

。 ボ ーリングコ アの 観 察 か ら ， 垂水側 は 広島 型 花コウ

に，淡路側
は 領 家型花 コ

ウ岩に属 し てい る の が わか る

また全体的に淡路

海
底

部 の も の は 表 面 で

なりの風化をうけ
へき開や節
が発達

，垂水側の も のは新鮮

岩盤とな

ている。海底部に
ける花コウ岩類 の

化は一般に 表面
数

`10mにわた
っ

てい
。それ以 岩　
　1PII

} 一 4神

層

群

模

式

柱

状

細

粒

砂

岩

一部泥
岩， レキ

岩

貝化石

（O

re

@S

D）

泥質

岩
凝
灰岩 、 凝 灰 質 砂 岩 互 層 1 ： 組 粒 砂 岩1 植 物 化 石 　
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深 は か な り新鮮で あ り， 陸上部の 風化帯の 深さに 比べ きわ

め て 薄 い 。

　4，2 神戸層群

　 こ の 地 層は ， 花 コ ウ岩 と不 整合 ， あ る い は 断層 で 接 し て

い る 。 ボ ーリ ソ グ で 確認 され た 神戸層群 を 大きくみ て ， 三

つ の タ イ プに 分類 で きる。すな わ ち，岩屋側の レ キ を 混 じ

え る砂岩地層を 主体と し ， 垂水側の 砂岩泥岩の 互 層か らな

る 地層お よび，C − 19，　 C− 20 の よ うに き わ め て 固結度の

低 い レ キ岩を 主体とす る地層 に 区分され る 。

　図一4 に 示す模式柱状図を こ れ ま で の 調査結果か ら得た 。

これ ら相互 の 地層対比 は ， まだ決定的に 確 立 され た も の で

は な い 部分が 多い が 岩層別 で 地質断面図を 表わ して み た 。

す なわち ，
A − A ’

断面図の 中央海釜 か ら岩屋側 に お い て

は ， 砂岩を優勢 とす る地層を 1 ， 1 ， 皿帯 に 区分 で きる 。

　 1，1 帯は 凝灰岩，植物化石，炭化物の 存在 な どの 特徴

か ら陸成層 と考えられ ， 皿 帯は 海 せ い （棲）貝化石 を 多 く含

む こ とか ら海成層で あろ う。 前者 を下部岩屋累層 と し，他

方，垂水側 に お い て は ，］sr，　 V ，　 W の 3 帯 に 区分 され る。

］V帯 は海成 と陸成地層が規則的 な 交互で 重 な っ た 地層で あ

る 。 V ，　 W 帯は 陸成 の 滞積物 と考 え られ る 。 前 3 帯 を下部

多井畑累層 と し ， 後の 2 帯 を 上部多井畑累層 とした 。 以下

お の お の 帯層別に 説明す る 。

　 1帯 （断面図記号 Gs）は レ キ を 含 む ア
ー

コ
ーズ 砂岩 で

基底の 花 コ ウ岩を 不整合 に お お っ て い る 。
レ キ は チ ャ

ート，

砂岩 ， 片岩 な どの 細 レ キ か ら巨 レ キ ま で 雑多 に 含まれ と う

た が悪 い o こ の レ キ 岩部は ， C一ユ8，　 C − 10，ボ ーリン グ

地 点で は 厚 く，C − 9 で は 比較的薄 い 。　C− 10 で は，幾分

泥質 となる 。 み か け の 層厚 は 4  m 土 で ある 。

　∬帯 （断面図記号 St，　 Ss）は，暗緑色 の 凝灰 岩 （2 〜

3 層） とア
ーコ ーズ 砂 岩 （数 層 ） よ りな る 。 Ss は 非凝灰

質で ほ とん どア
ーコ ーズ 砂岩 か らなる が ， C− 18，

　C− 9 で

は しぽ しば 炭化物を 含 む 。 こ の 層 は ほ とん ど陸成層 と考え

ら れ る 。 た だ し C − 10 の 最上 部 で は わずか な が ら Sand

pipe を含む海性の 滞積相を示す 。 以上 レ 皿帯 をも っ て

下部岩屋累層 とす る 。

　 皿 帯 （断面図記号 Sg，
　 Cal）は 下部岩屋累層とは 軽微な

不 整合関係 と考 え られ，か な り連続性 の あ る基底 レ キ岩 よ

りは じ ま る。しか し こ の レ キ岩は C− 13
， C− 21 地点 に 向

か っ て 徐々 に 消滅す る よ うで ある。 本帯は 細粒砂岩を 主 と

し一部に泥岩を は さ む が，この 泥質部は 上部に い くに した

が っ て優勢とな り，C− 13，　 C− 21 な どで は 砂岩 ， 泥岩 の

互層となる 。 こ の 層の 特徴 は ， 海 せ い 化石を含 み ， 岩屋絵

島てい 線付近 の 化石床と一致する 。 基底 レ キ岩 か ら上部 の

海成層皿帯を上 部岩屋累層とす る 。

　］V帯 （断面図記号 ， 垂水側 Cal，　Sal）は，垂水側で基盤

の 花 コ ウ 岩 に ア バ
ッ ト し，全 体 と して は 砂 岩優勢 の 砂岩，

泥岩の 互層で ある 。 特に厚さ 10m 以 上 の 砂岩層数層 が 認

め られ る。 この 帯は リズ ミ カル な三 つ の 滞積輪廻が み られ，

24

い ずれ も化石床を含む 。 本帯を上 部多井 畑 累層 と仮称す る。

見 か け の 層厚 は 140　m 土 で あ る 。

　 V 帯 （断面図記号 ， 垂水側 St，　 Ct）は海底部で は レ キ質

の 砂岩を 主 体 とする 地 層 で，同層 の 陸上 部で み られ る もの

で は ， 中〜粗粒砂岩 と レ キ岩の 不 規則な互層をな し ，
レ ソ

ズ 状 の 泥岩や数枚 の 凝灰岩を は さ ん で い る 。 な お，陸上の

多井畑地区で は 海せ い 貝 化 石 の 産 出が 報 ぜ られ て い る が ，

海底部で の こ の 大部分は 非海域 の 滞積物 とみ な され る 。 こ

の 層 の 厚さは ， 見か け上 100m 士 程度 である 。
　 V 帯とあ

わ せ て 上 部多井 畑累層 とす る 。

　B− Bt 断面 の C− 11
， 18，19，2  で み られ る厚い 低固

結 レ キ 岩 が，海峡 の な か で は この 調査地点以外で 認め られ

ない
。 それは こ れ ら累層の 層序的位置づ け に 問題がある と

考えられ る 。 分布の 範囲は ，ほ ぼ 平磯〜ガ ジ ダ ジ ョ お よ び

鵜崎 を結 ぶ 線 の 南東部 の み に 限定 され る 。 ボーリソ グ C−

19，20 ま で は 基盤岩上 の ア ーコ ーズ 砂岩を被覆し ， C− 18

で は レ キ岩の 下限深度は 不 明 で あ る。C 一工1 で は ，下限 は

炭化物 を含 む ア
ーコ ーズ 砂岩 と接 し て お り，こ の 地層は 神

戸層群 の
一つ に 属す る こ とは ほ ぼ間違 い ない と考えられる

fvミ， 層序的 に は どの 帯に 対 比 さ れ る の か 現状 で は 不 明で あ

る 。 しか し地 質構造上か ら一応 皿帯に 対比す る 。 た だ し 1

帯の 岩相 とは い ち じる し く相違 し て お り，あ る い は 神戸層

群の 基底 レ キ 岩 と して 1帯 に 対 比 すべ き もの か もし れない 。

　4，3　大阪層群
6）

　大阪層群 は，本地域で は 明石 累 層 と呼 ば れ て い る 。 海底

部で は A ・B ・C の 三層に 区分さ れ る 。

　A 層は 凝灰質な部分を伴 う厚い 砂 レ キ 層お よ び 砂層を 主

体と し ， とこ ろ に よ り粘土 を は さ む。 レ キ は チ ャ
ート， 砂

岩を主とし ， 花 コ ウ 岩，流紋岩な ど の岩種が 多 い 。 こ の 層

は 大阪層群下部 の 垂水 レ キ 層
6）

に 対比 さ れ る 。

　B 層は 貝類を含む海成粘土を主体 とした 地層である。 C
− 18，C − 1 で は 海底近くで 2枚 の 海成粘土が認 め られ，

多数 の 貝 化 石 を 包含 し ， 下位粘土層 は 4m
， 上位粘土層は

17m の 層厚を有してい る 。 それぞれ 陸上部 の 舞子貝層
6）

お よび 高塚山粘土層
6）

に 対比 され る 。

　C 層は レ キ ・砂 を 主 とす る地層 で ， 淡水成 の シ ル ト質粘

土 を薄くは さむ 。
ス パ ー

カ
ー

の 記録 か ら下位の A 層，B 層

とを 不 整合で お お っ て い る 。 陸上 部 で は，六 甲東 部 の 大 阪

層群上部 ， 満池谷累層
fi）

と対比 さ れ る も の と思わ れ る 。

　4，4 チ ュ ウ積層

　明石 海峡の チ ＝ウ 積層は ， 岩屋北方 の 前 ノ 瀬 お よび垂 水 ，

舞子海岸の 10　m 平 た ん 面に 分布す る。砂， レ キ を 主体 と

し 層厚は 10m 以下 と思 わ れ る が ， ボ ー
リ ソ グ コ ア で は ，

下部 の 大阪層群 と識別が困 難 な場 合が 多 い 。

5． 地層の工学性

　海 上 ボーリソ グに よ っ て得られ た コ ア を利用 して 岩石試

験 を 実施 し，そ の 結果 の 一部 と し て一軸圧縮強さ と静弾性

土 と基礎 ，
20− 9 （175）
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図
一5 静弾性係数 と一軸圧 縮強 さ相関図

係数 の 関係を 図一5に 示 し た 。 ほ とん ど軟岩的要素を もつ

もの で ，
コ ア の Rebound に よ る強度低下や ， 削孔時に よ

っ て乱され た テ ス ト ピ ース が ある 。 また ， 削孔時 の 泥 水圧

に よ っ て 溶解 さ れ や す く， コ ア に な りに くい 地 盤 もか な り

あ る こ とか ら，必ずし も神戸層全般 の 地盤 の 強さ を表わ す

もの で は な い 。

　ル ート沿い の 地 質断 面図 A − A ’

（図一3＞を 基に
一
軸圧

縮試験の 結果か ら強度断面図 （図一6＞を作成 した 。

　本図 の 作成 に あた っ て は ，一一一軸 圧 縮 強 さ の 10kgfcm2

以 下 ，1 〜30kg／cm2 ，3 〜5  kg／cm2 お よ び 50　kg／cm2

以 上 の 4 段階に 区分 した 。 しか し垂 水側の 神戸層群 は 砂岩，

泥岩お よび凝灰岩などの 比 較 的 薄い 互 層か らな る の で，地

層 ご との 強度区分が繁雑に な りすぎる の で 岩相の 変化に あ

ま りとらわれず一軸圧縮強 さ の 範囲を決定 して い る 。 ま た

砂岩，泥岩互 層部 で は
一

般 に 泥岩の テ ス トピ ース が 採取 し

淡路側
o50

呈1。o

ユ502eo

に くい た め ， 地盤 の 強度 とい う意味で は

全体 に 若干大 きめ に表現され て い る と思

わ れ る 。

　本 図 に み れ ば ， 淡路側主橋脚予 定位置

（ガ ジ ダ ジ ョ ） で は，花 コ ウ 岩上面ま で

部 分 的 に 強度 が大 ぎい もの も含 まれ る が

お し なぺ て ， 10〜30kg ／cm2 の もの がほ

とん どで ある。一方， 垂水側 主橋脚予 定

位置（高磯）で は ， C− 22 ボーリソ グで 海

底部 3m 程度 が 堅固な地層で あり7 深

度 4  m 付近 まで ，5  kg／cm2 以上 の 砂

岩が多い 。 しか し ， 泥岩部 で は ほ とん ど

テ ス ト ピ ース に な りえず ， お そ ら く 10

kg／cm2 以下 の もの が 多い と判断 さ れ る 。

C− 14 ボ ー
リ ン グ位置 で は ， 海底下 1 

m 付近 ま で は 10〜30kg ／cm2 以下 ， そ

の 下に 薄 く 50kg ／cm2 以上 の もの も認

め られ る 。 しか し， 深度 67m 付近 まで

は 1  〜 30kg ／cm2 の もの が 主体とな っ

て い る 。

　
一

般に 垂水側主橋脚予定位置は ，平磯

か ら松帆の に ぴ る 断層 （F ）に 派生する

小断層 が ボーリ ソ グ コ ア の 中 に か な り認め る こ とがで き

る 。 これ よ り垂水側 で は，海底部 に 砂 レ キ 層が 厚 くお お っ

て お り，砂 レ キ 層直下 は一
般 に 軟化 し，ユOkg 〆cm2 程度の

地盤が あ り厚さ は 約 20m で あ る 。 そ の 下面深度は C− 1

地点で 海底下 53　m ，C − 7 ボ ーリソ グ 地 点 （ル ート北 西

160m ） で 海底下 70　m で ある 。 こ の 10　kg／cm2 以下 の

地盤 の 下位で は ，C− 1 ボ ー
リ ソ グ地点付近 を 境 と して 南

方 は 1 〜30kg ／cm2 ま た は 10　kg！cm2 以 下 の 地 盤 とな る 。

北方に む か っ て ， 30〜50kg ／cm2 ま た は 50　kg／cm2 以 上

の 地 盤 と変化す る 。 岩屋側 で は 主 と して 砂岩層 よ りな り，

C− 9 ボ ー
リ ソ グ 地 点付近 で 砂 レ キ 層が や や 厚 くみ られ る

ほ か は海底下 20〜30m ま で は ほ とん ど 50　kg／cm2 以上 の

堅 い 地 盤 で あ る 。 し か し 同
一

砂 岩 で もア ーコ ーズ 砂岩の よ

うに 粗 粒 な もの は 強度 が 比 較的ば らつ き，
1 〜50　kg／cm2

の 範囲 を示 す 。

本州側 ：西垂水〕

September ，1972

lllllls　i・o・r
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・

以下

Mlll］　100−−30t／．
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ミヨ300−−se。t／mt

匿翅］500t加
2
以上

靂 田1・・一・5。・ti’ml 鬮 大阪層群CF ・断層
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一4 明 石 層 載 荷 試 験 結 果

地 　 　質

明

　
石
　
層
（
砂
レ

キ）

盤　

　

荷
φ

 

載

37．6

75

ク　 リ　ー　プ

増 加 荷 重
（】《9／cm2 ）

36，2

降　　　伏　 　　点 破 壊 　 煮 荷 重度 18ユ kgfcm2 の 変形係数

荷　　重 　　　沈 下 量
（kg／cm2 ）　　 （cm ）

4e．7

IS，1 27．2

18．／

／8．1
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謝

18．19
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石

層

（

粘

土

混
じ

り
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3了，5
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2ワ‘り臼
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3．071
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1S．118

，118

．19

．ユ

3．29

δ．09

54，3　　　　　　11．42

（27．2 以 上） （5．73 以上 ）

18、工 2，78

18．127

．227
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．2

2，043

．854

．05
．− 1

5．55

荷　　重

（kg／cm2 ）

3  0

（67、9）＊

（67．9）‡

4，5

（67，9）＊

（67．9）＊

（63．4）＊

（27．2）
＊

（36．2）串

（18．1　以 、ヒ）

（di）．7）＊

（49．3）＊

（4与，35；
．

（36．2）＊

σ・18 以上 ）1． （18．1）＊

沈 下 量
（cm ）

7．39

ユ6．4813

，5413

，2821

．155

．7316

．2517

．6517

．  1

ユ5．0314

．917

，18

沈 下 量
（cm ）

1，171

．131

．971

．862

，263

．742

．562

．042

，022

．582

．737

．18

（k斜 ・
）

7309408201

，4101

，2301

，72036082

 

詬δ
．一

1，240

　 　 1，180

191・

　 Es” ＊

（kg／cm2 ）

4節
一

43049D530

 

95019D24048

 

380550510

　
‡
破駿点が明確 で ない が ，それ に 近 い と思われ る もの ，または 破壊点に至 る まで に載荷を中止 した もの で （ ）内 の 教字は 最高荷 重度

＊ ＊ tangential な 変 形 係 数
＊s ＄

global な変形 係数

　海底下 の 明石 累層は 前 に の ぺ た よ うに ほ と ん ど砂 レ キ か

らな り， 現在 の サ ン ブ リソ グ 技術で は ， 乱 さ ない 試料 の み

ならず ， 乱された試料で も，原 地 盤 の 粒度組成 を変えない

．
試料 を 採 取す る こ とが は な は だ 困難 で あ り，力学的定数 の

把握は な され て い ない 。 こ れまで 海底部 の もの と類似す る

陸上 部の 垂 水 レ キ層 で 原位置試験
7）S） が なされ て お り海底

部 力 学常数 を 類推 し て い る 。 そ の 結果 を 表一4 に 示 した 。

6． む　す 　び

　本報告は ， こ れまで の 調査結果 の 抜粋で あ り，理解し難

い 点 が 多か っ た かと思われ る が，何分多岐に わ た る 調査な

の で 海底地質に の み 限定 して 報 じた。長 大 橋 の 基 礎地盤 と

して の 対象の 「海峡」 とい うも の が過去 の 地質時代以来 ど

の よ うな過程 を踏み ， また どの よ うな 営力 を うけ て 今 日存

在 す る の か とい うこ との 理解 が な され，さ ら に 基礎 と して

の 地盤 を 定量的力学特性の 把握 へ と，今後進 ま な くて は な

らない 。 そ の た め 現在，詳細 実施 調 査 の た め に 次 の 点を特

に 調査研究の 対象 とし て 現在な さ れ つ つ あ る 。

1， コ ァ に な り難い 軟岩 （特に ル ーズ な 砂 岩）， 砂 レ キ の

　　確実な サ ソ プ リ ソ グ方法 と機械 の 開発

2．大規模原位置試験が海底下 で 実施 不 可能 なた め ， ボ ア

　　ホ ール を利用 して の 検 思 原位置試験か ら力学的諸常

　　数 の イ ソ デ ッ ク ス の 推定

3，それらの イ ン デ ッ ク ス と岩盤 の 大 規模原 位置試験の 椙

　　関の 把握
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